






はじめに 

われわれは,かって 980g の超未熟児を完全母乳栄養で保育した。29 生日に出生体重に復し

た後,電解質異常,低蛋白血症,くる病,その他の合併症を得ることなく経過した。 

最近は,このような極小未熟児や超未熟児に対する母乳栄養が重要視されているが,壊死性

腸炎や感染防禦作用としての有利性は確かめられても,栄養学的な問題,母乳の必要量など

については,現在なお検討を要する問題として残されている。また,超未熟児の母乳栄養に

よる長期フォローの検討も少ない。 

そこで,早くから超未熟児を母乳栄養で保育することをすすめてきた経験から,長期フォロ

ーを含めて,いくつかの点で超未熟児の母乳栄養の可能性について検討した。 


